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多品種少量生産への対応ポイント 
＜生産工程効率化の考え方の例＞ 

新システムによるセル生産対応納品とは？ 

代表取締役　須藤伸一 氏（左）、 
　　工場長　須藤大助 氏 

サポーター紹介 
ITコーディネータ 
田中　渉 氏 
株式会社東京IT経営センター 
代表取締役 
http://www.infoconveni.co.jp/
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まとめて 
一緒に作業 

製品は各工程ごとに 
使われるから、 
それぞれを指定数 
まとめればよい 

1人が担当する 
工程分（セル単位）を 
ひとまとめにすると 
使いやすい 

製品A 
50本 
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製品B 
100本 
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共通する工程、同じ材料や 
工具を使う工程をまとめて 
ムダを排除。 
工程はシステム上で算出 

▲ 
ワイヤーハーネスの製造工程。 
作業指示書に従って、ワイヤーカッ
ト（左）、圧着など各プロセスを経
て、目視検査のうえ（右下）出荷
される。 

http://www.nisshin-denso.co.jp/

会社概要 

日進電装株式会社 
神奈川県横浜市泉区中田南3-28-25 
従業員数：約100名 
事業内容：ワイヤーハーネス、ケーブル、基板、圧接

等の電子部品の加工、それらを使用した電
気ユニットの組み
立て。目視検査
による徹底した品
質管理が特徴。 

日進電装側が製品をセル単位で 
ワンセットにして納品 ！ 

ここに、 
ICタグ技術を 

活用 

　首都圏南西地区を中心に数々の支援実績を持つ実
力派ITコーディネータ。 
　ホームページ整備の相談を受けたことを入口に、
ITSSP事業（現在のIT経営応援隊事業）の個別コン
サルティングなどで日進電装の経営支援を実施。須藤社
長の信頼を得てシステムリニューアルのサポーター役を担
うことになった。田中氏にコンサルティングを依頼した理
由を須藤社長は「私の気持ち・思いを理論的に武装し
てくれる。違うときにはNOと言ってくれる点に誠実さを感
じた」と表現する。 
　新システムは無事完成し、現在は運用調整を行って
いるところだ。田中氏は「社長が強い意志でシステム化
を言い続けていたこと、社長の意志を受けて実行できる
須藤工場長の存在が大きかった。私達はITコーディネー
タが共通に持つプロセスを愚直に実施してきただけ」と
言う。システム導入の目的や利用イメージなど、須藤社
長の描く像を言葉にし社内に伝えるのも大切な役割だっ
たとのことだ。 
　田中氏は現在もプロジェクトの進捗状況把握や運用
の支援を続けている。 
　須藤社長と田中氏との出会いは今から10年ほど前の
異業種交流会に　る。須藤社長は「IT導入も出会いを
大事にすることから始まります。ITを使いたい・やってみた
い人、ITコーディネータをまだ知らない人も、様々なきっか
けを掘り下げることで道が開けるのでは」とアドバイスする。 

　
横
浜
市
西
部
の
落
ち
着
い
た
住
宅
街
。

そ
の
中
に
忽
然
と
現
れ
る
の
が
日
進
電

装
の
社
屋
で
あ
る
。
工
場
で
器
用
に
手

を
動
か
し
て
い
る
の
は
大
半
が
女
性
だ
。 

　
同
社
は
、
電
気
製
品
内
の
部
品
接
続

配
線
に
使
わ
れ
る
「
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ

ス
」
や
電
子
機
器
の
組
み
立
て
実
装
を

主
力
事
業
と
す
る
。
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ

ス
は
使
わ
れ
る
製
品
に
応
じ
て
ケ
ー
ブ

ル
の
長
さ
や
カ
ッ
ト
・
分
岐
、
端
子
の

形
状
な
ど
、
実
に
細
か
い
仕
様
が
指
定

さ
れ
る
。1
日
50
〜
1
0
0
種
類
を
製

造
し
、
保
存
し
て
い
る
図
面
だ
け
で

6
0
0
0
枚
に
上
る
と
い
う
。
さ
ら
に

取
引
先
の
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
は
5
、

20
と
い
っ
た
少
ロ
ッ
ト
発
注
や
短
納
期
、

こ
な
れ
た
価
格
を
求
め
て
く
る
。 

　
 

　
 

　
 

　
大
量
生
産
品
よ
り
単
価
は
高
い
と
い

う
も
の
の
、
こ
の
「
手
間
の
か
か
る
」

ビ
ジ
ネ
ス
は
採
算
が
取
れ
る
の
だ
ろ
う

か
？
　
事
実
、
近
隣
の
同
業
種
企
業
は

苦
戦
を
強
い
ら
れ
、
大
手
の
傘
下
入
り

や
海
外
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
し
か
し
同
社
は
違
っ
た
。 

　「
競
争
力
が
あ
れ
ば
、
つ
ま
り
安
く

て
早
く
て
品
質
が
良
け
れ
ば
、
ま
だ
ま

だ
十
分
成
長
の
余
地
が
あ
り
ま
す
」
と

話
す
須
藤
伸
一
社
長
が
こ
の
環
境
下
で

講
じ
て
き
た
策
は
、「
地
の
利
」
を
活

か
す
こ
と
、
そ
し
て
I
T
の
導
入
だ
。 

　
横
浜
市
の
住
宅
街
と
い
う
立
地
に
は
、

家
庭
に
い
る
優
秀
で
ま
じ
め
な
女
性
た

ち
を
集
め
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。

現
在
近
隣
か
ら
80
名
ほ
ど
の
パ
ー
ト
従

業
員
を
雇
用
。
彼
女
達
が
製
造
現
場
を

支
え
て
い
る
の
だ
。 

　
 

　
 

　
 

　
そ
し
て
、
製
造
工
程
の
効
率
化
を
図

る
た
め
に
、
十
数
年
前
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
（
オ
フ
コ
ン
・
A
S
4
0
0
）
を

導
入
。
過
去
の
生
産
情
報
を
管
理
し
、

受
注
に
応
じ
て
正
し
い
生
産
指
示
書
を

出
せ
る
よ
う
に
し
た
。
現
場
で
は
指
示

書
に
従
い
整
然
と
製
造
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。「
話
さ
な
く
て
も
各
人
が
何
を

す
べ
き
か
見
て
わ
か
る
」（
須
藤
社
長
）

の
が
特
徴
だ
。 

　
た
だ
、
取
引
先
の
多
品
種
少
量
・
短

納
期
要
求
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
シ
ス
テ

ム
に
物
足
り
な
さ
が
出
て
き
た
。 

　「
今
ま
で
生
き
残
れ
た
の
は
シ
ス
テ

ム
の
お
か
げ
。
し
か
し
今
後
、
納
期
変

更
や
多
品
種
少
量
へ
の
柔
軟
な
対
応
、

セ
ル
生
産
に
応
じ
た
納
品
形
態
を
実
現

す
る
に
は
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
が
必
要

と
判
断
し
ま
し
た
」（
須
藤
社
長
）。 

　
2
0
0
5
年
春
、I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
（
I
T
C
）
田
中
渉
氏
、
中
野
丈
太
郎

氏
の
サ
ポ
ー
ト
受
け
な
が
ら
、新
し
い

生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。 

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た

の
は
、
工
場
長
の
須
藤
大
助
氏
だ
。 

　「
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、

メ
ン
バ
ー
は
通
常
の
仕
事
を
持
っ
て
い

ま
す
の
で
、
設
計

仕
様
を
ま
と
め
る

に
は
予
想
以
上
に

時
間
が
か
か
り

ま
し
た
。I
T
C

の
方
々
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
受
け
つ
つ

何
度
も
検
討
を
重

ね
ま
し
た
」
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振

り
返
る
。
完
成
後

は
バ
グ
の
修
正
依

頼
や
使
い
や
す
い

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
注
力
。
同
時

に
、
シ
ス
テ
ム
導

入
に
伴
う
組
織
体

制
の
整
備
に
も
努

め
て
い
る
そ
う
だ
。 

　
 

　
 

　
 

　
本
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
、
最
適
工
程

の
実
現
と
モ
ノ
の
流
れ
の
リ
ア
ル
な
把

握
だ
。
受
注
し
た
製
品
は
多
様
で
あ
る

が
、
そ
の
中
か
ら
同
種
類
の
工
程
（
部

材
製
造
）
を
取
り
出
し
て
ま
と
め
、
ム

ダ
の
な
い
作
業
工
程
を
は
じ
き
出
す
（
左

上
図
参
照
）。
ま
た
、
材
料
部
品
の
在

庫
引
き
落
と
し
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
。
足

り
な
い
と
き
は
自
動
発
注
さ
れ
、
仕
入

面
で
も
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。 

　
類
似
工
程
ご
と
に
ま
と
め
製
造
さ
れ

た
部
材
は
、
後
半
工
程
で
は
元
の
受
注

単
位
に
再
統
合
さ
れ
て
い
く
。
こ
こ
で

使
わ
れ
る
の
が
I
C
タ
グ
（
情
報
を
扱

え
る
微
小
の
無
線
チ
ッ
プ
）
の
技
術
だ
。

I
C
タ
グ
は
同
社
が
提
案
す
る
セ
ル
生

産
へ
の
納
品
対
応
（
右
上
図
参
照
）
に

も
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
。 

　「
多
品
種
少
量
生
産
は
社
内
に
仕
組

み
が
あ
っ
て
こ
そ
対
応
で
き
る
。
当
社

は
I
T
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
仕
組
み
が

持
て
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
は
ベ
テ
ラ
ン

の
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
、

つ
ま
り
技
術
伝
承
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
」（
須
藤
社
長
） 

　
今
回
の
I
T
投
資
は
日
進

電
装
が
環
境
を
活
か
し
競
争

力
を
高
め
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
も
の
、
つ
ま
り
経
営
戦

略
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
必
然

な
の
で
あ
る
。 

細
か
く
複
雑
な
仕
様
 

採
算
割
れ
を
防
ぐ
に
は
？
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
な
け
れ
ば
 

生
き
残
れ
な
か
っ
た
 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
工
程
把
握
 

顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
強
化
も
 

日進電装の新生産管理システムは、平成17年度 
「IT活用型経営革新モデル事業」に採択されました。 

複
雑
、多
品
種
・
少
ロ
ッ
ト
生
産
を
受
け
て
立
つ
 

利
益
は
環
境
を
活
か
し
た
「
仕
組
み
」
か
ら
！
 

神
奈
川
県
横
浜
市
・
電
気
機
械
器
具
製
造
業
　
日
進
電
装
の
場
合
 

社長がとらえたIT導入の旬 特 集 
なぜITか―事例① 
生産管理の 
システム 
リニューアル 


